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Welcome

PLCnext Control
Node-REDのEIPノード
を用いたEtherNet/IP
スキャナ通信検証
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概要

▪ 本手順の概要は以下のようになります。
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EtherNet/IP アダプター 
AXC F 2152

(PLCnextコントローラー)

EtherNet/IP スキャナー
EPC 1522

(PLCnextエッジPC)

EtherNet/IP通信による
データの入出力

EtherNet/IP
専用ノードによる通信

podmanコンテナ

※podmanはdocker互換のコンテナエンジンです。
※Node-REDにて専用ノードをインストールする際、EPCがインターネットに接続されている必要があります。

PLCnextEngineerソフトによる
データ入力・データ確認
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各機器の接続

▪ 各機器を以下の例のように接続します。
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LANケーブル LANケーブル

操作PC
IP：192.168.1.100

EtherNet/IP スキャナー
EPC 1522

(PLCnextエッジPC)

EtherNet/IP アダプター 
AXC F 2152

(PLCnext機器コントローラー)

アンマネージドスイッチ
FL SWITCH 1005N

Port:X3
IP：192.168.1.111

機器接続例

Port:X1
IP：192.168.1.10

LTEルーター
EW 50

※EPCの設定で一部インターネット接続が必要

LANケーブル

インターネット
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Node-REDアプリデータのダウンロード

Node-REDアプリデータをダウンロード

▪ PLCnextStoreよりNode-REDのアプリデータを検索します。

PLCnextStoreへアクセスし、「node」 と検索。

「Node-RED for PLCnext x86」を選択します。

PLCnext Store

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証4

https://www.plcnextstore.com/
https://www.plcnextstore.com/
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Node-REDアプリデータのダウンロード

Node-REDアプリデータをダウンロード

▪ PLCnextStoreよりNode-REDのアプリデータをダウンロードします

DOWNLOAD ボタンよりダウンロードします。

※ダウンロードにはPLCnextStoreへの
ログインが必要です。
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EPC_Node-REDアプリデータのインストール

EPCへNode-REDアプリのインストール

▪ WebブラウザよりEPCのWBM画面にアクセスします

webブラウザよりEPCのIPアドレスを入力します

ログイン画面が表示されるためログインします。

【ログイン情報】
username : admin
password : 機器本体に記載 
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EPC_Node-REDアプリデータのインストール

EPCへNode-REDアプリのインストール

▪ Node-REDアプリデータをアップロードします

Install App をクリックします

ファイル選択画面になるので
先ほどダウンロードしたNode-REDアプリデータ
を選択します。

ファイルを選択すると
インストールが開始されます。
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EPC_Node-REDアプリデータのインストール

EPCへNode-REDアプリのインストール

▪ Node-REDのアプリをスタートします

インストールが完了したら
Startをクリックします。

アプリがスタートするまで画面が
読み込み中の表示になります。
その間は機器の電源を落とさないでください。
(アプリのスタートには数分かかります)

App Status が RUN になっていればOKです。
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EPC_Node-RED_専用ノードのインストール

EPCへSSHアクセス

▪ EPCの操作を行うためSSHアクセスを行います。

EPCにSSHアクセスを行います。

【ログイン情報】
username : admin
password : PLC前面に記載 

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証9
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EPC_Node-RED_専用ノードのインストール

rootユーザー作成・切り替え

▪ rootユーザーにアクセスするためrootユーザーパスワードを設定します

以下のコマンドを入力します。
$ sudo passwd root

最初にログインパスワードを求められるので
ログインパスワードを入力します。

その後にrootユーザーのパスワードを求められる
ので任意パスワードを入力します。
(確認で2回入力します) 

以下のコマンドを入力しrootユーザーに切り替えます
$ su
(パスワードは設定したパスワードです)

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証10
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EPC_Node-RED_専用ノードのインストール

Node-REDのEtherNet/IP専用ノードインストール

▪ Node-REDを実行しているコンテナ内に入ります。

Node-REDのコンテナIDを調べるために
Podmanの実行プロセスを表示します。
# podman ps

※rootユーザーにて実行してください

コンテナIDが表示されるのでそちらを使って
コンテナ内に入ります。
# podman exec –it [コンテナID] /bin/bash 
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EPC_Node-RED_専用ノードのインストール

Node-REDのEtherNet/IP専用ノードインストール

▪ Node-REDのコンテナ内で専用ノードのインストールを実施します。

コンテナ内で対象のディレクトリに移動します。
$ cd /data

専用ノードインストールコマンドを実行します。
$ npm install @serafintech/node-red-contrib-eip-io

専用ノードインストール後、EPCを再起動させます。

※専用ノードのインストールを行うには
EPCがインターネットにつながっている必要があります。

※こちらの専用ノードはNode-REDバージョン2.0.0以上でないと使えません。
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EPC_Node-RED_専用ノードのインストール

Node-REDのEtherNet/IP専用ノードインストール

▪ 専用ノードが正常にインストールされているか確認します。

WEBブラウザにてEPCのNode-REDの
web画面にアクセスします

IPアドレス:51880
(例) 192.168.1.111:51880

画面よりEtherNet/IPの専用ノードがあるか確認します。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証13
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EPC_Node-REDコンテナのネットワーク設定変更

Node-REDコンテナのネットワーク設定変更

▪ Node-redコンテナのymlファイルのバックアップファイルを作成します。

EPCにsshアクセスしrootユーザーに切りかえ
対象ディレクトリに移動します。
# cd /opt/plcnext/appshome/data/[Node-REDのID]/

ymlファイルのバックアップファイルを作成します。
# cp docker-compose.yml docker-compose.yml.bak

※Node-REDのIDは
EPCのWBMアプリ画面より確認できます。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証14
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EPC_Node-REDコンテナのネットワーク設定変更

Node-REDコンテナのネットワーク設定変更

▪ ymlファイルの内容を変更します。

nanoエディタにてymlファイルを開きます。
# nano docker-compose.yml

以下の設定を ports に追加します
- 2222:2222/udp

nanoエディターより上書き・終了操作を行います。
上書き：[Ctrlキー] + O
終了：[Ctrl] + X

nanoエディター終了後、EPCを再起動させてください。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証15
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EPC_Node-RED_動作テストプログラム作成

Node-REDのプログラム作成

▪ EPCのNode-redのWEB画面にアクセスします。

WEBブラウザにてEPCの
Node-REDのweb画面にアクセスします

IPアドレス:1880
(例)192.168.1.111:1880

※ymlファイル内容変更によりポート番号が1880となっています。

Node-RED画面より新しいフローを追加し
「IIoT Framework」フローを削除します。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証16

フローの追加
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EPC_Node-RED_動作テストプログラム作成

Node-REDのプログラム作成

▪ EtherNet/IPの専用ノードを設置します。

以下2つのノードを設置します。
・eip-io in
・eip-io out

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証17
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EPC_Node-RED_動作テストプログラム作成

Node-REDのプログラム作成

▪ EtherNet/IPの専用ノードの設定を行います。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証18

ノードをダブルクリックし編集画面を開きます。
Connectionの+をクリックします。

Scannerの+をクリックします。
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EPC_Node-RED_動作テストプログラム作成

Node-REDのプログラム作成

▪ EtherNet/IPの専用ノードの設定を行います。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証19

設定はそのままで追加をクリックします。
(クリック後アダプターのプロパティ画面に遷移します)

アダプターのプロパティ画面は
アダプター機器の設定を行います。



15,4015,40 5,40 0,20 5,0

8,20

7,00

5,20

6,60

7,40

8,40

EPC_Node-RED_動作テストプログラム作成

Node-REDのプログラム作成

▪ アダプターのEDSファイルより設定の確認を行う。

対象アダプターのEDSファイルより
各種設定の確認をおこないます。

アダプターとなるAXC F 2152のEDSファイルを
製品ページよりダウンロードします。

※[ダウンロード] - [機器の説明]にedsファイルがあります。

EDSファイルをテキストエディタで開き
RPIやinput Assembly, output Assemblyの
確認を行います。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証20

AXC F 2152 EDSファイル
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EPC_Node-RED_動作テストプログラム作成

Node-REDのプログラム作成

▪ EtherNet/IPの専用ノードの設定を行います。

EDSファイルにて確認した各設定内容を記入します。

記入後に追加をクリックします。
(クリック後、ノードの設定画面に遷移します)

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証21
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EPC_Node-RED_動作テストプログラム作成

Node-REDのプログラム作成

▪ EtherNet/IPの専用ノードの設定を行います。

ノードの設定画面ではノード本体の設定を行います。

設定後に完了をクリックします。

これらの設定を

・eip-io in
・eip-io out

の両方に適応します。

(一度アダプターなどの設定をすると、プルダウンにて選択可能です)

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証22
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EPC_Node-RED_動作テストプログラム作成

Node-REDのプログラム作成

▪ 通信確認用のノードを追加します。

eip-io in と eip-io out のノードの出力を表示するため
debugノードをそれぞれのノードの出力と繋げます。

eip-io out のノードにはテスト用の出力データとして
injectノードを eip-io out ノードの入力に2つ繋げます。

injectノードでは任意の値を
手動で eip-ip out ノードに入力するように設定します。
(例として10,20にて設定しています)

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証23

injectノード設定

ノード配置
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EPC_Node-RED_動作テストプログラム作成

Node-REDのプログラム作成

▪ プログラムをデプロイしてアダプターとの接続を確認する。

画面右上のデプロイを実行して
アダプターと接続できるか確認します。

・eip-io in
・eip-io out
ノードの下に connected と表示されれば
アダプターと接続ができています。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証24
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AXC_データ入力・確認準備

アダプター側(AXC F 2152)の準備

▪ PLCnext Engineerを立ち上げてアダプター(AXC F 2152)と接続します。

PLCnext Engineerソフトを立ち上げて
AXC F 2152とconnectしている状態にしてください。
(プログラムを作成する必要ありません)

※本手順書ではPLCnextEngineerの
基本的な操作については割愛いたします。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証25
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AXC_データ入力・確認準備

アダプター側(AXC F 2152)の準備

▪ EtherNet/IPデータのモニタリング設定を行います。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証26

[Axcf2152-pnc]-[Data List]より
EIPD_INPUTS と EIPD_OUTPUTS を右クリックし
Add To WATCHES をクリックします。

変数が表示されるので
~EIPD_INPUTS(OUTPUTS)[0]を選択して
OKをクリックします。
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AXC_データ入力・確認準備

アダプター側(AXC F 2152)の準備

▪ PLCnext Engineerを立ち上げてアダプター(AXC F 2152)と接続します。

画面下部の アイコンをクリックして
WATCHES画面を表示します。

こちらに先ほどの設定した
EIPD_INPUTS[0]
EIPD_OUTPUTS[0]
が表示されます。

これでアダプター側(AXC F 2152)
の準備は完了です。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証27
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EtherNet/IP通信_動作テスト

動作テスト_アダプターからスキャナへデータ出力

▪ アダプターからスキャナーへデータを出力します。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証28

PLCnextEngineerにて
EIPD_OUTPUTS[0]のデータを
16#0005 に設定します。

Node-RED画面にて画面右上の をクリックし
デバッグ画面を表示します。
デバッグ画面にアダプターからのデータが表示されます。
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EtherNet/IP通信_動作テスト

動作テスト_スキャナからアダプターへデータ出力

▪ スキャナーからアダプターへデータを出力します。

PLCnext Control Node-REDのEIPノードを用いたEtehrNet/IPスキャナ通信検証29

Node-RED画面にて任意のinjectノードの
ボタンをクリックします。
デバッグ画面に出力された数値が表示されます。
(例とて10のinjectノードのボタンをクリック)

PLCnextEngineerにて
EIPD_INPUTS[0]にスキャナーからの
データが入力されます。
(16進数表記)
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